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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史に11

ぐくまれた我孫子の市民です。
ら強t魑底淵關敵化都市をめ童瀝皇kEg

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憩草な定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしまZ
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしまZ
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしまT
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

は
誇
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す
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無 理 し ない
用心深さも年の功

ｍ
月
１
日
（
日
）
、
全
国
一
斉

に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
５
年
に
一
度
行

わ
れ
、
今
回
は
型
世
紀
の
日
本

を
考
え
る
基
礎
査
料
の
提
供
と

い
う
、
特
に
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、

国
や
県
、
市
が
こ
れ
か
ら
の
行

政
を
考
え
て
い
く
大
切
な
責
料

と
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
生
か
ざ
れ

国
勢
詞
宮

皆
さ
ん
の
お
宅
に
調
査
票
を
お
届
け
し
ま
す

て
い
き
ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
方
で
す
。

調
蚕
票
は
、
９
月
下
旬
か
ら
調

査
員
が
世
帯
ご
と
に
配
布
し
ま
す
。

ア
パ
ー
ト
な
ど
に
一
人
暮
ら
し
の

方
や
下
宿
し
て
い
る
方
は
、
一
人

ひ
と
り
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
項
目
は
”
・
お
答
え
い
た

だ
い
た
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目

L

識
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蕊
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湊
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錘
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期
間
…
９
月
刻
日
（
木
）
か
ら
調
日
（
土
）
ま
で

1

１
１

~

に
ご
協
力
壱

~

1

的
に
使
用
す
る
こ
と
が
法
律
で

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

調
査
票
の
回
収
は
、
後
日
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。
外
出
が
ち

な
方
は
、
家
に
い
る
日
を
調
査

員
に
お
伝
え
く
だ
き
い
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
文
書
課
統
計

係
査
（
鍵
）
０
５
７
７
（
直
通
）

唖
1

"
ー

廿

､

Ｆ
｜

卜
｜

出
一
・

Ｊ
卦
巳
函
匡
）
唖

ー

極翻､畠繊霞…過掴罰雰 の田し

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
９
月
烈
日
（
木
）
か
ら
全
国

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ひ
と
た
び
交
通
事
故
が

起
き
れ
ば
、
被
害
壱
、
加
害
者
本
人
を
は
じ
め
、
双
方
の
家

族
に
も
深
い
悲
し
み
、
苦
し
み
を
も
た
ら
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

無
く
し
ま
し
ょ
う
。
Ⅱ
市
民
生
活
課
・
我
孫
子
警
察
署
Ⅱ

９
月
型
日
（
木
）
か
ら
釦
日
（
土
）
楽
し
い
は
ず
の
ド
ラ
イ
ブ
も
、

ま
で
の
ｍ
日
間
、
〃
無
理
し
な
い
一
瞬
の
不
注
意
に
よ
り
交
通
事
故

用
心
深
さ
も
年
の
功
〃
を
ス
ロ
ー
と
い
う
最
悪
の
事
態
に
も
な
り
か

ガ
ン
に
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
連
ね
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
こ
の
機
会
に

動
を
実
施
し
ま
す
。
自
分
の
運
転
や
歩
行
の
際
を
思
い

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
言
お
年
う
か
べ
て
、
危
険
な
行
動
を
し
て

寄
り
が
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
い
な
い
か
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

既
雛
澱
龍
戦
鮮
誇
高
齢
者
の

事
故
防
止

事
故
防
止
を
第
一
の
重
点
項
目
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
っ
た
死
亡

ま
た
、
最
近
着
用
率
の
低
下
が
事
故
の
発
生
状
況
を
み
る
と
、
歩

目
だ
つ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
徹
行
中
の
事
故
が
全
体
の
５
割
以
上

底
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
夜
間
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
１
参
照
）
。

の
無
謀
運
転
の
追
放
、
交
通
の
妨
事
故
の
原
因
と
し
て
は
、
車
の

げ
に
な
る
違
法
駐
車
の
追
放
な
ど
直
前
直
後
や
禁
止
場
所
で
の
横
断
、

も
重
点
に
行
い
ま
す
。
飛
び
出
し
な
ど
の
無
理
な
行
動
が

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
家
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
参
照
冤

族
そ
ろ
っ
て
車
で
で
か
け
る
機
会
こ
れ
は
、
年
齢
が
高
く
な
る
に

も
多
く
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
つ
れ
て
動
い
て
い
る
も
の
を
見
る

▼図1高齢者の状態別死亡事故発生状況 Ｉ
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|▼図2高齢者の歩行中の原因別死亡事故発生状況
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視
力
（
動
体
視
力
）
が
低
下
し
、

近
づ
い
て
く
る
車
の
連
ざ
を
把
握

し
づ
ら
く
な
る
こ
と
や
、
と
っ
さ

の
判
断
、
行
動
が
遅
れ
が
ち
に
な

る
こ
と
が
彫
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
事
故
の
実
態
を
踏
ま

え
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
ゆ
と

り
あ
る
心
で
余
裕
を
持
っ
た
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
で
６
月
中
に
行
っ
た
調
査

で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
が

顕
・
５
％
で
あ
り
、
半
数
近
い
方

が
着
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
動
車
乗
車
中
の
事
故
に
よ
る

死
者
の
８
割
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非

着
用
者
で
、
そ
の
う
ち
の
約
４
割

の
方
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
め

10．2

、
51

，

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

任
期
満
了
（
平
成
７
年
、
月

釦
日
）
に
伴
う
市
議
会
議
員
選

挙
は
、
定
例
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
、
ｎ
月
５
日
に
告
示

し
皿
月
哩
日
を
投
票
日
と
す
る

こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
立

’ 立
候
補
予
定
者
説

市型
［

禁
止
場
所
で
の

横
断

車
の
直
前
・
直

後
の
横
断

飛
び
出
し

信
号
無
視

そ
の
他

はめ

いい
て

かい
い。

き
れ
い
な
選
挙
の
た
め
宣
言
文
も
要
請

鑿
餓
刈
Ａ
玄
Ｉ
謹
餓

’
ぐ
後
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
の

場
合
の
人
形
に
よ
る
衝
突
実
験

候
補
子
走
者
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
関
係
者
（
１
候
補
２
名

以
内
）
は
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

な
お
、
我
孫
子
市
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
で
は
、
当
日
、
ル
ト

ル
を
守
り
き
れ
い
な
選
挙
を
行
う

た
め
、
立
候
補
子
走
者
に
宣
言
文

て
い
れ
ば
助
か
っ
た
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

運
転
者
自
身
と
同
乗
者
の
命
を

守
る
た
め
に
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

夜
間
の

無
謀
運
転
追
放

交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
昼
間

の
ほ
う
が
多
い
で
す
が
、
死
亡
率

▼図3昼夜別交通事故発生状況
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

I

全 事故

発生状況

夜昼

死亡事故

発生状況

’
員
Ｖ
選
挙

明
会
を
開
催

(図1から3は、平成4年千葉県警交通白徽による）

違
法
駐
車
の

追
放

違
法
駐
車
は
、
商
業
地
域
で
は

駐
車
車
両
の
動
向
に
余
分
な
注
意

を
奪
わ
れ
る
た
め
追
突
や
交
差
点

事
故
の
原
因
に
な
り
、
ま
た
、
住

宅
地
で
は
駐
車
車
両
の
直
前
直
後

か
ら
の
横
断
に
よ
る
歩
行
者
事
故

や
、
夜
間
、
駐
車
車
両
に
気
づ
か

ず
に
二
輪
車
が
衝
突
す
る
な
ど
の

危
険
を
つ
く
り
出
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
狭
い
道
路
で
の
違
法
駐
車
は
、

緊
急
時
に
消
防
車
や
救
急
車
の
運

行
の
大
き
な
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

〃
ち
ょ
っ
と
の
間
だ
か
ら
い
い

や
〃
と
か
〃
交
通
量
が
少
な
い
か

ら
大
丈
夫
〃
な
ど
と
安
易
に
考
え

ず
に
、
大
き
な
迷
惑
と
な
る
違
法

駐
車
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

壷
（
錘
）
０
１
１
０
、
ま
た
は
市
民

生
活
課
念
（
顕
）
１
１
１
１

故
に
限
る
と
、
夜
間
に
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
（
図
３
参
照
）
。

そ
の
原
因
と
し
て
、
①
暗
く
て

見
え
に
く
い
②
率
の
数
が
減
り
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
や
す
い
③
昼
間
よ

り
疲
労
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
、

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

危
険
を
察
知
し
て
か
ら
回
避
す

る
ま
で
の
時
間
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、
特
に
夜
間
は
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

の
提
出
を
要
論
し
ま
す
。

▼
日
時
９
月
調
日
（
金
）
午
後

２
時
開
会

▼
場
所
市
民
会
館
大
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
委

員
会
云
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３

４
６

11
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平
成
２
年
ｎ
月
に
改
選
さ
れ
た

柴
崎
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

の
任
期
が
満
了
に
近
づ
い
た
た
め
、

土
地
区
画
整
理
法
第
卵
条
の
規
定

に
よ
り
、
左
表
の
日
程
で
次
の
と

お
り
委
員
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

審
議
会
委
員
選
挙

に
伴
う
法
的
手
順

▼
委
員
定
数
廻
名
。
う
ち
２
名

は
学
識
経
験
者
か
ら
市
長
が
選
任
。

▼
任
期
５
年

▼
選
挙
人
名
簿
選
挙
期
日
の
公

告
日
８
月
”
日
（
火
）
か
ら
即
日
を

経
過
し
た
日
９
月
醒
日
（
月
）
に
お

我孫子都市計画事業柴崎土地区
画整理審議会委員の選挙日程表〕〔’

I
I

け
る
施
行
地
区
内
の
宅
地
の
所
有

者
お
よ
び
借
地
権
を
有
す
る
方
で

当
該
選
挙
に
お
い
て
、
選
挙
が
で

き
る
方
の
氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
、
性
別
を
記
載
し
た
も
の
を
作

成
し
、
２
週
間
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
選
挙
人
名
簿
に
異
議
の
あ

る
方
は
、
文
書
に
よ
り
縦
覧
期
間

内
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
選
挙
人
選
挙
人
名
簿
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
が
、
候
補
者
の
な

か
か
ら
委
員
を
選
挙
し
ま
す
。

▼
立
候
補
制
選
挙
人
名
簿
が
確

定
さ
れ
る
と
立
候
補
届
け
の
受
け

市
で
は
、
我
孫
子
駅
北
口
駅
前

広
場
の
新
設
工
事
を
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
健
北
口
駅
前
広
場

を
暫
定
的
に
整
備
し
、
周
辺
の
交

通
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た

め
に
行
っ
て
お
り
、
北
口
駅
前
広

場
（
暫
定
型
亨
想
図
。
下
図
参
照
）

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

ｎ
月
上
旬
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま

’
1

て

設工事につい
、 ノ

▼我孫子駅北口駅前広場暫定型予想図す
。

暫
定
エ
事
終
了
後
、
北
口
駅
前

へ
の
一
般
車
両
の
進
入
は
、
つ
く

し
野
方
面
と
並
木
方
面
か
ら
だ
け

に
限
定
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
の
変
電
所
前

は
関
係
車
両
を
除
い
て
通
行
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
（
図
中
の
①
に
つ
い

ｃ
９
毎
ヴ

19日（日）

あ
び
こ
し
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

〃
声
の
便
利
帳
″
は
、
現
在
１
６

２
項
目
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

こ
の
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
は
、
市

役
所
で
の
手
続
き
の
仕
方
や
施
設

て
は
広
場
完
成
後
も
エ
事
が
継
続

し
て
行
わ
れ
る
た
め
、
一
般
車
両

は
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
）

工
事
期
間
中
は
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か

げ
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
改
造
課

Ｆ
Ｉ
Ｈ
紅
葉
の
鳴
子
温
泉
と
松
島
の
旅

【
剛
圏
ｎ
月
１
日
（
水
）
か
ら
２
日
（
木
）
の
１
泊
２
日

同
剛
凹
宮
城
県
「
鳴
子
温
泉
」

閻
同
四
３
万
９
８
０
０
円
（
消
費
税
含
む
）

周
間
国
１
５
２
名

Ⅱ
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
Ⅱ
電
話
で
、
我
孫
子
駅

壷
（
魂
）
０
３
４
３
、
天
王
台
駅
壷
（
躯
）
６
３
３
６
へ

の
利
用
方
法
、
夜
間
休
日
当
番
医

な
ど
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
係
の
深

い
情
報
を
型
時
間
電
話
で
ご
案
内

し
て
い
ま
す
。

利
用
方
法
は
、
壷
（
理
５
０
０

０
番
に
電
話
を
か
け
、
音
声
ガ
イ

ド
に
従
っ
て
コ
ー
ド
番
号
を
押
す

か
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
だ
け
の
簡
単
な

も
の
で
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご存じですか。検察審査会◎．l云示

交通事紘詐欺、おどしなどの犯罪の被害にあい、警察

や検察庁に訴えたが検察官がその事件を起訴してくれない。

このような不満をお持ちの方のために検察審査会があり

ます。お気軽にご相談ください。（秘密厳守、費用無料）

し問い合わせ松戸検察審査会事務局丑0473(68)5141

結
核
、
肺
が
ん
、
気
管
支
炎
な

ど
の
呼
吸
器
疾
患
や
心
臓
肥
大
な

ど
の
心
臓
、
血
管
系
疾
患
の
早
期

発
見
の
た
め
、
下
表
の
と
お
り
胸

部
Ｘ
線
検
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

如
歳
以
上
（
希
望
者
）
の
方
を
対

象
に
、
肺
が
ん
検
診
も
行
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
昭
和
麺
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
（
対
象
者
に
は
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
）

▼
受
付
時
間
＊
午
前
の
部
・
・
・
９

時
卵
分
か
ら
ｎ
時
調
分
＊
午
後

の
部
・
・
・
１
時
か
ら
３
時

▼
注
意
寧
項
＊
肌
着
は
ボ
タ
ン

類
の
な
い
も
の
、
上
着
は
す
ぐ
に

脱
げ
る
も
の
を
着
用
し
、
ネ
ッ
ク

レ
ス
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
は
さ
け
て
く

な
お
、
同
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
声

の
便
利
帳
の
保
存
版
コ
ー
ド
表
は

市
役
所
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
・

広
報
広
聴
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課
垂

（
鯛
）
１
１
１
１
内
線
２
１
０

一
一
一
呵
止 ｜｜L二一llli－~P ■■’ 野

▼結核健診および肺がん検診日程表
平
成
８
年
か
ら
７
月
即
日
が
国

民
の
祝
日
「
海
の
日
」
に
制
定
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
次
の
と

お
り
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
規
定
海
の
恩
恵
、
海
へ

の
親
近
感
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

だ
さ
い
。
＊
受
診
の
際
は
受
診
券

を
切
り
離
し
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
職
場
や
学
校
等

で
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方
や
、
妊

（シンボルマークを募集）

平成8年から7月2⑪日が

国民の祝日『海の日」に

シンボルマークを募集
一

る
「
海
の
日
」
を
象
徴
す
る
も
の

で
未
発
表
作
品
に
限
る
。
マ
ー

ク
の
大
き
さ
は
縦
・
横
巧
セ
ン
チ

〆
ｌ
ト
ル
以
内
と
し
、
彩
色
は
４

色
ま
で
で
、
画
材
は
自
由
（
１
人

何
点
で
も
応
募
可
）
々
な
お
、
応

募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
応
募
方
法
Ａ
４
版
燕
２
９

７
、
横
２
１
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

の
白
の
ケ
ン
ト
紙
ま
た
は
画
用
紙

を
縦
に
使
用
。
紙
の
中
央
に
作
品

を
描
き
、
下
の
余
白
に
①
制
作
意

図
②
氏
名
・
年
齢
③
住
所
・

電
話
番
号
④
職
業
ま
た
は
学
校
．

学
年
を
明
記

▼
賞
金
＊
最
優
秀
賞
（
１
点
）

：
．
１
０
０
万
円
＊
佳
作
（
７
点
）

．
：
各
加
万
円

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
郵

送
で
、
９
月
訓
日
（
土
・
消
印
有

効
）
ま
で
に
〒
１
０
４
束
京
都
中

央
区
新
川
１
の
詔
の
画
マ
リ
ン
ビ

ル
８
階
国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」

を
祝
う
実
行
委
員
会
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
係
壷
０
３
（
３
５
５
２
）
５

９
６
１
へ

娠
中
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
方
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

壷
（
町
）
１
１
３
１

】

０

０

７

１

■

Ｉ

－

国
民
年
金
生
き
が
い

講

座
生
を
募
集

▼
日
時
、
月
四
日
（
木
）
午
後
（
当
日
、
会
場
で
徴
収
。
宿
泊

１
時
か
ら
即
日
（
金
）
午
後
２
時
代
お
よ
び
２
日
目
の
昼
食
代
含

ま
で
（
１
泊
２
日
）
む
）

▼
場
所
国
民
年
金
保
菱
セ
ン
▼
申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に

タ
ー
「
そ
と
ぼ
う
」
（
夷
隈
郡
「
生
き
が
い
誰
座
希
望
」
と
明

岬
皿
記
の
う
え
、
①
趣
味
の
講
座

▼
内
容
年
金
、
教
養
健
康
薗
芸
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
Ｚ

趣
味
薗
芸
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ど
ち
ら
か
選
択
②
住
所
③
氏
名

ル
Ｚ
等
の
各
講
座
と
健
康
．
④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
を

年
金
相
談
記
入
し
、
９
月
加
日
（
水
・
消

▼
定
員
鋤
名
（
申
し
込
み
者
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
６
０
千

多
数
の
場
合
は
抽
選
）
葉
市
中
央
区
市
場
町
１
の
１
千

▼
対
象
国
民
年
金
の
被
保
険
葉
県
社
会
部
国
民
年
金
課
内

者
、
受
給
者
の
方
だ
け
で
な
く
、
（
財
）
千
葉
県
国
民
年
金
福
祉
協

犯
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
会
へ
郵
送

も
参
加
で
き
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ
同
協
会
垂
０

▼
参
加
蜜
１
人
８
０
０
０
円
４
３
（
２
２
３
）
２
３
８
２

我孫子都市計画事業

蕊議蕊脅3褒撫…篭露

F〕

霧
い

鍵
I

日程

10月4日(水）

17日(火）

24日(火）

11月2日(木）

6日(月）

7日(火）

8日(水）

27日(月）

事項

選挙人名簿の縦覧開始・異議
の申し出受け付け開始

選挙人名簿の縦覧最終日・異

識の申し出最終日

選挙人名簿を修正した場合の
公告

選挙人名簿の確定・選挙すべ
き委員の数の公告

立候補届け及び立候補推せん

届け受け付け開始

立候補届け及び立候補推せん

届け受け付け最終日

候補者の氏名及び住所の公告

投票を行わない場合の公告

選挙管理者及び立会人の任命

選挙会場並びに投票時間及び

開票の日時の公告

投票日、開票日

当選人の氏名、住所の公告及

ぴ当選人への通知

孫子駅北口駅前広

塗｢玉昂筐喜一瞳

一

拍方面 我孫子駅天王台方面

藝座蓋列車『鬘』で行く
〃
声
の
便
利
帳
″
冠
（
開
）
５
０
０
０

－

Ｉ
Ｄ
‐
卜
ｌ
Ｄ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
９
■

１
１
１
！

ご
利

｜用

く
だ
さ
い開

局
鳴
り
淵
椛
縦
掘
翻
琳
謝
鮴

日程

9月18日(月）

19日(火）

20日(水）

飢日(木）

22日(金）

25日(月）

26日(火）

27日(水）

28日(木）

29日(金）

10月2

3日(火）

4日(水）

5日(木）

I(月）

場所

’保健センタ一

湖 北 地 区 公 民 館

天王台北近隣センター

中央公民館

西消防署つくし野分署

市民会館

下新木自治会集会所

保健センター

丸石家具センター

我孫子第四小学校

布佐市民センター本館

根戸近隣センター

保健センター

布 佐南小学校
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初
め
て
映
画
が
上
映
さ
れ
て
か

ら
今
年
で
１
０
０
年
。
私
た
ち
を

魅
了
す
る
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
を
集

め
て
い
る
の
が
青
柳
隆
久
さ
ん
。

小
学
校
の
時
、
兄
さ
ん
に
連
れ

ら
れ
て
、
我
孫
子
に
あ
っ
た
映
画

館
「
銀
映
」
で
見
た
「
笛
吹
童
子
」

が
、
映
画
と
の
初
め
て
の
出
会
い
。

ど
り
こ

以
来
、
映
画
の
虜
と
な
り
、
中
学

生
に
な
る
と
月
３
回
は
映
画
館
通

い
を
続
け
、
小
遮
い
は
す
べ
て
映

画
に
消
え
る
と
い
う
熱
中
ぶ
り
。

加
歳
に
な
っ
た
あ
る
日
、
故
小

津
安
二
郎
監
督
の
『
お
早
よ
『
ｇ
に

出
会
い
、
さ
り
げ
な
い
日
常
生
活

を
描
き
な
が
ら
人
間
の
普
遍
性
を

見
事
に
表
現
し
た
作
品
に
深
く
感

銘
を
受
け
た
。
館
内
に
飾
ら
れ
て

い
た
ポ
ス
タ
ー
を
譲
っ
て
も
ら
っ

石 け ん と く らし

剛
映
画
ポ
ス
タ
ー
こ
そ
命

我
孫
子
市
は
、
石
け
ん
推
進
の

ま
ち
で
す
。
石
け
ん
は
、
環
境
や

人
体
に
や
さ
し
く
、
微
生
物
に
よ

る
分
解
性
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
石
け
ん
と
合
成
洗
剤

の
違
い
に
つ
い
て
、
お
話
し
ま
す
。

石
け
ん
と
合
成
洗
剤
の
違
い

石
け
ん
は
、
ヤ
シ
油
や
牛
脂
等

の
動
植
物
油
脂
を
原
料
に
水
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
寄
性
ソ
リ
ダ
）
を
反

応
さ
せ
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

身
体
へ
の
影
響
は
な
く
皮
廟
浸

透
し
て
も
体
内
で
分
解
し
排
泄
さ

れ
ま
す
。
環
境
へ
の
影
響
は
一
時

的
に
汚
れ
が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
が

自
然
分
解
し
ま
す
の
で
、
環
境
に

や
さ
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

合
成
洗
剤
は
、
石
油
・
石
炭
等

の
鉱
油
で
化
学
的
に
つ
く
ら
れ
、

人
体
に
浸
透
す
る
と
手
荒
れ
や
抜

毛
、
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原

因
と
な
り
、
発
ガ
ン
性
、
肝
臓
障

害
等
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
環
境
へ
の
影
響
は
、
自
然
分

－

た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
ボ
ス
よ
う
に
な
り
、
現
在
ま
で
途
切
れ

タ
ー
の
収
集
を
始
め
た
。
昭
和
弱
る
こ
と
な
く
収
集
を
続
け
て
い
る
。

年
頃
は
映
画
の
第
二
期
黄
金
時
代
「
映
画
と
結
婚
し
ま
し
た
」
と

で
、
映
画
会
社
は
ポ
ス
タ
ー
を
山
て
れ
笑
い
を
う
か
べ
る
。

の
よ
う
に
刷
り
無
料
で
配
布
し
て
集
め
た
ポ
ス
タ
ー
は
、
小
津
作

い
た
の
で
夢
中
で
集
め
続
け
、
次
品
を
は
じ
め
、
０
０
７
シ
リ
ー
ズ
、

第
に
映
画
初
期
の
ポ
ス
タ
ー
に
も
石
原
裕
次
郎
作
品
な
ど
枚
挙
に
い

興
味
が
わ
い
た
。
と
ま
が
な
い
。
黒
沢
作
品
も
〃
一

収
集
を
一
生
続
け
た
い
と
思
う
番
美
し
く
″
が
手
に
入
れ
ば
全
て

咄
落
語
梁
遡

１
レ
ス
リ
イ
ハ
ウ
‐
催

湛
オ
リ
弱
イ
ヂ
ヂ
ハ
御
イ
う
ン
脚

、
ド
賛
づ
ご
う

一
声

理

解
で
き
ず
河
川
・
湖
沼
の
富
栄
養

化
や
汚
染
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

合
成
洗
剤
の
問
題
点

◎
蛍
光
増
白
剤
…
洗
濯
物
を
比
べ

る
と
合
成
洗
剤
で
洗
っ
た
ほ
う
が

白
く
み
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
蛍
光

増
白
剤
の
し
わ
ざ
で
「
白
く
な
っ

た
」
の
は
、
「
汚
れ
が
落
ち
た
」

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
汚
れ
の
上

か
ら
白
い
ペ
ン
キ
を
塗
っ
て
仕
上

げ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
し
か
も

蛍
光
増
白
剤
は
、
発
ガ
ン
性
物
質

の
疑
い
が
あ
る
た
め
、
ガ
ー
ゼ

紙
ナ
プ
キ
ン
、
包
帯
、
脱
脂
綿
等

に
は
使
用
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
合
成
界
面
活
性
剤
…
脳
か
ら
生

殖
器
に
い
た
る
ま
で
、
体
内
の
全

て
の
臓
器
に
入
り
ま
す
が
、
中
で

も
肝
臓
に
多
く
集
中
し
、
機
能
が

侵
さ
れ
ま
す
。

◎
酵
素
。
：
吸
収
す
る
と
ア
レ
ル
ギ

ー
を
ひ
き
お
こ
し
、
大
量
使
用
に

よ
る
影
響
は
未
解
明
で
す
。

■

映画ポスター収集家

あおやぎたかひさ

青柳隆久さん
(白山）

石
け
ん
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う

窓
や
家
具
、
電
化
製
品
、
風
呂

な
ど
の
住
ま
い
の
汚
れ
落
と
し
に

は
、
用
途
別
に
た
く
さ
ん
の
合
成

洗
剤
を
揃
え
な
く
て
も
、
石
け
ん

を
お
湯
に
溶
か
し
て
使
う
な
ど
の

工
夫
で
ど
ん
な
汚
れ
も
き
れ
い
に

落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

食
器
の
よ
ご
れ
も
、
粉
石
け
ん
や

擬
い
目
に
溶
か
し
た
石
け
ん
水
を

使
え
ば
き
れ
い
に
落
ち
ま
す
。

ノ

の
作
品
の
ポ
ス
タ
ー
が
揃
う
。

邦
画
・
洋
画
を
問
わ
ず
２
万

枚
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
放

送
局
な
ど
か
ら
の
貸
し
出
し
依

頼
が
相
次
ぎ
、
映
画
関
係
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
欠
か
せ
ぬ
存
在
に
。

「
映
画
ポ
ス
タ
ー
は
、
私
の

命
で
す
」
と
、
映
画
に
対
す
る

情
熱
は
今
も
衰
え
を
見
せ
な
い
。

ポ
ス
タ
ー
が
縁
で
監
督
、

出
演
者
な
ど
と
の
面
識
も
広
い
。

特
に
印
象
が
強
い
の
は
、
寅

ざ
ん
シ
リ
ー
ズ
の
山
田
洋
次
監

督
。
「
も
の
静
か
な
人
で
す
が
、

暖
か
さ
が
あ
り
、
ま
た
会
い
た

く
な
る
人
で
す
」
。

侭
つ
か
、
手
黄
沼
を
舞
台

に
し
た
寅
さ
ん
映
画
を
、
ぜ
ひ

実
現
し
た
い
で
す
ね
」
。
弱
歳

今
日
か
ら
あ
な
た
も
人
体
と
環

境
に
や
さ
し
い
石
け
ん
を
使
っ
て

鳥
の
博
物
館
ミ
ュ
ー
該
ア
ム
シ
ヨ

ヅ
ブ
に
バ
シ
ダ
ナ
が
仲
間
入
り

烏
の
博
物
館
で
は
、
ネ
ク
タ
イ
、

市
の
鳥
オ
オ
バ
ン
の
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
マ
ー
ク
付
き
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
・
ト

レ
ー
ナ
ー
な
ど
数
々
の
記
念
グ
ッ

ズ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
、
月
か
ら
は
、
現
在
開

催
中
の
企
画
展
（
沖
縄
の
野
鳥
展

パ
ー
ト
ｎ
．
ヤ
ン
バ
ル
の
鳥
た
ち
）

に
ち
な
ん
で
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ

を
あ
し
ら
っ
た
「
バ
ン
ダ
ナ
」
が

仲
間
入
り
。
見
学
の
際
は
、
ぜ
ひ

み
ま
せ
ん
か
。

一

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

P

「
‐

ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
へ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
９
月
妬
日
（
火
）
は
、
館

内
殺
虫
作
業
の
た
め
、
臨
時
休
館

い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
鳥
の
博
物
館
壷

（
顕
）
２
２
１
２

吟
ハ
ギ
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま灘

一
』

い
§
、

予
しあ（

に
は
、
三
枚
の
小
葉
か
ら
な
る
葉

七
月
に
入
る
と
、
あ
ち
こ
ち
の
を
つ
け
、
葉
の
わ
き
か
ら
は
蝶
形

林
で
紅
紫
色
の
花
を
つ
け
た
ヤ
マ
の
小
花
を
集
め
た
花
穂
を
伸
ば
し

一

命
、~二三童＝＝

’

’

｢あびこ型都市農業｜
経営」をめざして ヤマハ ギ

(まめ科）＝農業青壮年会議歴代会長会議＝

花
」
雌
瑠
輝
露
群
詠
ん
だ
万
葉

集
の
有
名
な
「
秋
の
罐
睡
」
の

歌
で
は
、
ハ
ギ
を
筆
頭
に
上
げ

て
秋
を
代
表
す
る
花
と
し
て
い

ま
す
。

憾
良
が
あ
げ
た
「
秋
の
七
種
」

は
花
や
姿
を
鑑
徴
す
る
植
物
で
、

俗
に
「
秋
の
七
草
」
と
書
き
ま

す
。

ま
た
秋
の
七
草
は
薬
用
植
物

で
も
あ
り
、
ハ
ギ
の
根
を
蝿
じ

て
飲
む
と
、
頭
痛
や
せ
き
止
め

に
効
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

匙

我
孫
子
市
の
農
業
を
担
う
農
業

者
で
組
織
す
る
我
孫
子
市
農
業
青

壮
年
会
議
（
中
野
典
兵
衛
会
長
・

会
員
１
５
１
名
）
の
歴
代
会
長
が

８
月
釦
日
（
水
二
堂
に
会
し
、
会

の
運
営
や
市
で
進
め
て
い
る
「
あ

び
こ
型
都
市
塵
業
」
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
の
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
（
写
真
）

「
あ
び
こ
型
都
市
農
業
」
と
は

市
内
で
生
産
さ
れ
る
塵
作
物
は
市

内
で
消
費
す
る
、
働
き
手
を
パ
ー

ト
な
ど
に
求
め
る
な
ど
、
地
域
の

利
点
を
塵
業
に
も
生
か
そ
う
と
い

縦
講
灘
灘
砕

ノ

ま
す
。
花
後
に
で
き
る
果
実
は

平
た
い
楕
円
形
の
さ
や
で
、
中

に
種
子
が
一
個
で
き
ま
す
。

「
秋
の
野
に
咲
き
た
る
花
を

鐸
弼
り
か
き
数
ふ
れ
ば
璋
睡
の
一

、
フ
も
の
。

狸
代
目
に
あ
た
る
中
野
会

長
の
司
会
に
よ
り
会
議
が
進

め
ら
れ
、
就
任
当
時
の
苦
労

話
な
ど
が
聞
か
れ
、
こ
れ
か

ら
の
鰹
業
は
「
生
産
者
と
消

費
者
と
の
お
互
い
の
理
解
が

必
要
だ
」
、
「
我
々
の
生
の
声

を
聞
い
て
も
ら
う
た
め
、
こ

の
会
を
行
政
と
の
パ
イ
プ
役

に
」
な
ど
と
活
発
に
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

榊
蠣
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会

▼
日
時
、
月
四
日
（
木
）
、
加
以
上
で
収
容
人
員
訓
名
以
上
お
よ
▼
受
講
料
４
０
０
０
円
（
テ

日
釜
）
の
２
日
間
、
い
ず
れ
も
ぴ
②
学
捷
事
務
所
等
の
延
べ
床
キ
ス
ト
代
含
む
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
釦
分
面
祇
５
０
０
㎡
些
上
で
収
容
人
員
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

▼
場
所
消
防
本
部
釦
名
以
上
の
防
火
対
象
物
に
つ
い
受
誰
申
請
書
（
消
防
本
部
・
各

▼
対
象
①
病
院
、
物
品
販
売
て
管
理
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
方
。
消
防
署
に
用
意
）
に
必
要
事
項

店
舗
飲
食
店
等
の
防
火
対
象
▼
受
付
期
間
９
月
溺
日
（
月
）
か
を
記
入
し
、
消
防
本
部
予
防
課

物
で
不
特
定
多
数
の
方
が
出
入
ら
調
日
（
金
）
壷
（
理
０
１
１
９
へ
直
接
持
参

り
す
る
延
べ
床
面
祇
３
０
０
が
▼
定
員
釦
名
（
先
着
順
）
し
て
く
だ
さ
い
。

口；
〃
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
に
″

１
１
１
４

高
齢
化
に
つ
い
て
考
え
る
催
し
、
チ
ビ
ジ
ョ
ン
を
使
っ
て
ボ
ラ
ン

第
、
回
「
老
い
へ
の
対
応
を
探
る
」
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
や
車
イ
ス
、

は
、
８
月
諏
日
（
日
）
あ
び
こ
市
民
補
装
具
等
の
介
謹
用
品
の
展
示

プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
福
嶋
浩
彦
市
長
は
、
「
高
ま
た
、
高
齢
者
擬
以
体
験
．

齢
者
の
方
に
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ー
ナ
ー
で
は
、
階
段
や
ト
イ
レ
ー

ス
を
誰
で
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
受
を
使
い
、
実
際
に
重
り
入
り
の

け
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
努
力
し
チ
ョ
ッ
キ
や
サ
ポ
ー
タ
ー
を
身

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
に
付
け
、
高
齢
者
の
不
自
由
さ

社
会
の
急
速
な
高
齢
化
・
核
家
を
体
験
。
参
加
者
は
思
い
思
い
一

匡
補
装
具
を
熱
心
に
見
入
る
福
族
化
に
伴
い
、
高
齢
者
に
対
す
る
に
真
剣
な
表
情
で
、
〃
本
当
に

鴫
市
長
（
写
真
。
右
や
左
）
掛
家
庭
内
で
の
在
宅
介
繊
の
低
下
な
年
を
と
っ
た
ら
…
″
と
身
を
も

川
繊
長
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
大
型
マ
ル
っ
て
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

｜
卜

霊
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心
？
ふ
む！ ’シ日時・場所10月8日(日)午前

10時から午後3時（雨天の場合は

10日に順延）我孫子駅南口駅前商

店街周辺

し出店料1区画3000円（間□3

メートル）先着100区画

惨申し込み期限g月22日(金)まで

※申し込み方法等、詳しくは我孫

子両商工会塞(82)3131へお問い合

わせてください。

◎田島ｲiF==

い日時9月23日(土)から27日

(水)午前10時から午後5時

◎講演会

似曰時9月22日(金)午後4時か

ら5時30分

画場所市民プラザ（入場無料）

圏問い合わせ市民プラザ含(83）

2111

難

灘
》シ日時9月21日(木)から毎週木

曜日午後1時から2時30分

し場所湖北地区公民館（場所が

確保された場合に限る）

し定員30名（先着順）

し会費月額1200円

し申し込み・問い合わせ電話で

篠田壷(87)2106

庭木せんてい講座生(男塾） 10月2日(月)は、下水道

受益者負担金第2期の納付

期限です。忘れずに納めま

しょう。

-下水道課征(85)1111-

巡回教育相談

平成7年度後期技能検定

市民柔道 大会
司法書士法律無料相談会｢夜空のロマンス・

夢工房J1参加者
バｽｹｯﾄ7胴姉民大会

木造住宅の簡易
I■■■■■

相談

国立歴史民族博物館(佐倉市)に
｢くらしの植物苑｣が開苑

頓親睦ゲー ﾄボー ﾉ肱会

第20回社協即売バザー
社会福祉施設就労入門講座
r短期コース｣受講生

移動暴力相談所の開設

天王台北地区まちづくり協議会
弛震と地震防災｣講演会

映画｢地球交響曲｣上映会

日曜当番医｡1週間の行事

ｱﾚﾎﾝｻー ヒス冠(85)131t｢生涯教育勉強会』参加者
西T■マー

1⑰土

17⑧

18月

19火

20水

21木

22金

Z3①

M⑧

25月

26火

27水

28木

29金

30土

母市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃鳥の博物館休館
m･少年の日一重

｡･日曜当審医＝テレホンサービス〃家庭の日

毎休日救急歯科診療日=休日救急歯科該緬(市民会館内)9:冊~11:30
画結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

画消震生活相麟＝市民相談室10:00～15:00
毒心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
章市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
雪つつじ荘・西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

”消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

華法律相談＝市民相談室9:30～15;30(予約制）
‘毒･市民プラザ休館

壷市役所閉庁(－部の施設は除く）
‘麺休日当番医＝テレホンサービス
”休日叙急歯科診厩日=休日救急歯科診隠新(市民会館内)9:00~11:30
”市民図書館・つつじ荘・西部福祉センター休館

密日曜当番医＝テレホンサービス

画休日叙急歯科診凝日=休日救急歯科診緬(市民会館内)9:00~11:釦

可人権・行政相醗＝市民相談室10:00～15:00
画消費生活相磯＝市民相談室10:00～15:00
〃心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
〃水道料金納入期限＝預金口座振替日

画市民会館・市民図書館・烏の博物館休館
"市民体育館・つつじ荘･西部福祉センター休館

雪法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
可馬の博物館休館

画つつじ荘・西部福祉センター休館

画消費生活相鱗＝市民相談室10:00～15:00
志アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30

α国民年金保険料納期限＝口座振替白

…市役所閉庁(一部の施設は除く）

雛50年を蔀る平伽劇
籠職票題詔蓉率

､■

p･

､6
凸占

■

産業まつり(商工･農業部門）
企業出展・青空市出店者

東京障害者職業能力開発校
平成8年4月入校生

ビー 浸詮

鵠奎藝琴薔堯蕊

フリーバザールあびこ駅前'95
(我孫子地区市民まつり)出店者

田島征三展｡講演会
健康リズム体操会員


